
令和６年度

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考

①教育課程・学習指導 子どもを主役にした授
業改革を推進し、生徒
の自主性の育成から学
力向上を図る。

子どもを主役にした個別最
適な授業を通して教科のね
らいを達成するため、教員の
ねらい設定力や単元設計力
の向上を学校研究で行う。

【研究・学習指導部】

研究主任

個別最適な学びを意識した授業
に取り組んできた。今年度はさら
に教科のねらいを達成するために
必要なカリキュラム編成を行い、授
業を展開する。

【成果指標】
子どもを主役にした授
業改善の結果、生徒が
教科のねらいを達成す
ることができる。

自ら考えたり、他者と協力したりしなが
ら、授業の課題を解決することができた
という生徒が、
Ａ＝８０％以上       Ｂ＝７５％以上
Ｃ＝７０％以上       Ｄ＝６５％未満

生徒アンケート
（学期末）

②生徒指導
※いじめの未然防止 学校全体でいじめの未

然防止に努め、安心安
全な学級づくりを行う。

「生活３原則」を徹底し、生徒
指導の４視点のある授業づく
りを行う。また、いじめを見逃
さないよう、組織的に初期対
応を徹底する。

【生徒理解部】

生徒指導
主事

担任間の情報共有丁寧に
行っており、、生徒間のト
ラブルや生徒指導上の問
題も少なく、落ち着いてい
る。

【成果指標】
学校は安心して過ご
せる場所だと生徒が
感じることができる。

学校に行くのは楽しいと答えた生徒
が
Ａ＝９０％以上　Ｂ＝８０％以上
Ｃ＝７０％以上　Ｄ＝７０％未満

生徒アンケート
（学期末）

③キャリア教育・進路指導 ９年間の成長を見据えた小
中連携を図り、将来に向かっ
て希望や夢や目標をもって
生きる意欲や態度を形成す
る。

中学生卒業をゴールに見据
え、自己のキャリア形成をは
かるためにキャリアパスポー
トでの振り返りを行う。

【研究・学習指導部】

進路指導

取組の推進により、指標
化向上してはいるものの、
キャリアパスポートを有効
に活用した系統的な取組
となっていない。

【成果指標】
系統的な学習で、自分
の将来の生き方につい
て考えることができる。

自分の将来について考えることがで
きたという生徒が
Ａ＝９０％以上　　Ｂ＝８０％以上
Ｃ＝７０％以上　　Ｄ＝７０％未満

生徒アンケート
（学期末）

④保健管理
自己調整力を働かせ、
健康な体を作ろうとす
る態度を育てる。

「元気アップ週間」の活用や
学校保健委員会への生徒の
主体的な取組で、生活習慣
の改善を進める。

【保健指導部】

養護教諭

就寝時間やメディア使用時間
に課題のある生徒が多いた
め、メディア使用時間を含め
規則正しい生活習慣の確立
をめざしている。

【成果指標】
自分の目標を立て、そ
れを意識して取り組む
ことができた。

自分の生活習慣の目標を意識でき
た生徒が
Ａ＝８０％以上　B＝７０％以上
Ｃ＝６０％以上　D＝６０％未満

元気アップカード
（実施後）

⑤安全管理
安全教育を推進し、生
徒の命を守る意識を高
める

教職員の訓練や研修を継続
するとともに、事前学習の実
施や訓練の工夫で、生徒の
危機対応力も醸成する。

【総務・事務部】

教頭

消防訓練では、消防署員
からの職員の対応は高評
価であり、教職員の安全
管理意識を高めている。

【成果指標】
危機を想定した訓練や
研修で、危機対応が必
要であることを意識する
ことができた。

自分自身の危機対応能力が身についたと感じる教
職員が
危機対応を向上させる訓練が行われたと感じる生
徒・保護者が
Ａ＝９０％以上　Ｂ＝８０％以上　Ｃ＝７０％以上
Ｄ＝７０％未満

教職員アンケート
生徒アンケート
保護者アンケート
（研修・訓練実施後）

⑥特別支援教育 インクルーシブ教育の
視点で生徒の多様性
を認め、すべての生徒
の居場所を確保する。

定期的に校内特別支援委員会
を開催し、必要に応じて迅速な
対応を協議する。また、教育支
援員の配置を計画を立て、組織
的に対応にあたる。

【生徒理解部】

特別支援教
育コーディ
ネーター

積極的な情報交換や共通認識の
場が持たれているが、特別教育の
視点で個に応じた支援を強化す
るために協議し、組織的に対応し
ていく必要がある。

【成果指標】
情報交換や校内特別支援
委員会を通して、個に応じ
た支援に生かすことができ
た。

個に応じた支援に生かすことができ
たと答えた職員が
Ａ＝９０％以上　　　Ｂ＝８０％以上
Ｃ＝７０％以上　　　Ｄ＝７０％未満

教職員アンケート
（１・２学期末）

⑦組織運営・業務改善 教職員の働き方改革を
図り、時間外勤務時間
の更なる削減を目指
す。

課外活動の取り組み方の工夫
や授業の合間の時間も有効に
活用した会議・研修等の実施に
より、放課後の各校務分掌遂行
に必要な時間を確保する。

【総務・事務部】

教頭

校務でのＩＣＴ活用も推進
し、業務の効率化も進め
てきたが、業務の多様化
により時間外勤務の短縮
には至っていない。

【成果指標】
時間外勤務時間を
減少させることがで
きた。

月平均時間外勤務時間が
Ａ＝教員全員が４５時間以下
Ｂ＝教員平均で４５時間以下
Ｃ＝昨年度より減少
Ｄ＝昨年度同様

勤務時間調査
（毎月）

⑧研修 主体的に学ぶ児童を育成す
ることを意識した授業づくり
のため、研修に進んで参加
し、授業実践に生かすこと
で、教師力を高める。

授業改革を推進するため、小中連携
した授業研究や互見授業、他校の公
開授業への参加及び校外研修の還
流や外部人材の活用などを積極的に
行い、授業に生かす。

【企画部】
若プロ・中堅

研担当

昨年度の学校研究の
結果、本校のICT利活
用は進んだが、生徒の
自主性に課題がある。

【満足度指標】
生徒が自分で考え、自
分の考えを表現するこ
とができる授業づくりが
できている。

授業中、自分の考えをいろいろな方法
で表現するようにしたと回答した児童の
割合が
A：８０%以上　　　B：７０%以上
C：６０%以上　　　D：６０%未満

生徒アンケート
（学期末）

⑨保護者，地域との連携
地域、保護者と連携
し、「地域とともにある
学校づくり」を進める。

地域の方や保護者が
参加型の学校行事や
学校公開などを行う。

【総務・事務部】

教頭
【企画部】
教務主任

学校だよりや保健・給食・図書だよ
りを定期的に発行するとともに、学
年たよりの定期的・臨時的な発行
により、保護者へ学校での生徒の
様子・取組を伝えいる。

【成果指標】
学校行事や学校公開などへの
参加で児童や学校の様子につ
いて感想や改善点を募集し、
次年度の行事運営に生かすこ
とができる。

参加型の学校行事や学校公開で参
観者から意見を募集した回数が
A：６回以上　　　B：４回以上
C：３回以上　　　D：３回未満

学校行事や学校公開で
の意見募集アンケート

⑩教育環境整備
次年度の義務教育学
校開校に向け、校務用
データ整理に努める。

校内ネットワークとクラ
ウドのフォルダ構成を
共通化し、データの共
有を促進する。

【企画部】
ＧＩＧＡス

クール推進
リーダー

校内ネットワークからクラウド
への移行が必要とされてお
り、既存データを新システム
で有効に活用するための方
策が必要である。

【満足度指標】
既存データを活用し、ク
ラウド環境利用下でも
効率的に資料を作成す
ることができる。

既存データを有効に活用の上、資料を作成
し、協議後、次年度のために修正して保存す
ることができたと解答した教職員が
A：８０%以上　　　B：７０%以上
C：６０%以上　　　D：６０%未満

教職員アンケート
（１・２学期末）

 学　校　評　価　【　計　画　書　】

学校教育ビジョン　【学校教育目標】心豊かにたくましく　自主的に活動し　自らの生き方を創造する　児童生徒の育成

【めざす子ども像】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【経営目標】
　・自ら課題を見つけ、進んで学び、将来の夢に向かって努力する子（自主性）　　　　　　・授業改善のために主体的に研究・研鑽し、確かな学力の向上に努める。
　・一人ひとりの違いを認め、思いやりの心を持ち、他者も自分も大切にする子（道徳心）　・温かで優しい心を育成し、互いの良さを認め合える人間関係作りに努める。
　・社会のルールやマナーを守り、責任を持って行動できる子（社会性）　　　　　　　　　・基本的生活習慣を身につけ、健やかな体の育成に努める。
　・心身ともに健康で、何事にも根気強く挑戦し、やり遂げる子（健全な心身）　　　　　　・義務教育学校に向けての小中連携の取組を深め、学校・家庭・地域との連携
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に努める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・組織的・機能的な学校運営に努める。


